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最近の地すべりとその研究

②

2･2新潟地方の処すべり

新潟県下にはよく知られているように油田新第三系

を広く分布する.これらの丘陵～山地では地すべりを

頻発し新潟県下にはおもな地すべりのみで約3,680個

所(建設省資料による)を分布する.図一15は地すべ

り分布の概要を示す.新第三系は一般的な層序区分名

として下位より岩船層･津川層･七各層･寺泊層･権谷

層･西山層･灰瓜層などに分けられている.これらの

地層はいずれも最大800～1,500mの層厚を有する厚い堆

積である.

中新世初期～中期の地層には流紋岩･安山岩の熔岩や

火山砕層岩類か多い.七各層はいわゆるHardSha1e

で特徴づけられる･岩船層～津川層～七各層の分布地

区では泥岩地帯～泥岩･砂岩互層地帯で地すべりを発

生している.寺泊層は秋田･山形地方の船川層や古口

層に対比されるいわゆるB1ackMudstoneで特徴づけら

れる.泥岩を主とする層相や砂岩･泥岩互層からなり

しばしぱ酸性凝灰岩や凝灰質砂岩を來在する.

､

安藤武

椎谷層は一般に中新世の最上位とみなされる.砂岩

･泥岩の互層泥岩を主として砂岩を爽む層相時に塊

状泥岩カミ卓越した層相からなりしばしば瀧性凝灰岩や

凝灰角礫岩を爽在する.寺泊層～権谷層の分布地区は

もっとも著しい地すべりの多発地帯である.きわめて

多数の地すべりを分布するのみならず規模の大きいあ

るいほ著名な地すべりが多い.

鮮新世に属する西山層および灰瓜層はシノレト岩を主と

し砂岩･シルト岩互層を従とする.時に灰色泥岩･

･砂質泥岩･礫岩･凝灰岩･凝灰角礫岩などを伴うま

れに欠きた地すべりもあるが比較的小さな地すべりを

多発している.魚沼層群は更新世～鮮新世の地層で気

水性～浅海性の堆積物である.砂と粘土の互層を主と

し礫岩層柾とを伴う.小さな地すべり～土砂くずれカミ

少たくない.

油田新第三系の地すべりはその規模･性質はさまざ

まであるが構造性地すべり(または岩盤地すべり)と

崩積層地すべりに大別することができる.構造性地す

べりは風化岩盤内にすべり

面を生じ急激な崩壊性地

すべりに発展するものであ

る.昭和35年3月の小泊

地すべりは2～3皿/s㏄の

速度といわれる.狂お構

造性地すべりの崩壊末期で

はその速度が10m/sec前

後に達する早いものカ童ある.

崩積層地すべりは旧地す

べり崩積土や崖維質がすべ

り出すもので一般に｡reep

を行なうものが多い土し

かし両者はかならずしも

明確に区別できるものでは

なく複雑な地すべり輪廻

の過程において局所的な

岩盤地すべりが崩積層を刺

激し両者の複合地すべり

の様相を示すものが多い.

崩積層の層厚･土質1地下

水荏とと共に地下構造調

図一15信越地方の地すべり分布�
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図一16松之山地

査による岩盤の特性一層相･すべり面･風化度破砕

構造などを調査し地質･地化学･物理的に解析するこ

とは予知や対策に役立つであろう.

(1)松之山地すべり

新潟県東頸城郡松之山町地内でおこった日本一の規模

といわれる地すべりである.昭和37年4月頃に始まり

次第に活発にたると共にその範囲が広がり同年末には

総面積約850haに達した.被害は人家371戸学校4

棟公共建物15棟その他98棟県町道20㎞におよび

注おが在りの岡畑を破壊した.関係機関によって調査

および対策カミ実施されている.杭打工(鋼管パイルお

よびコンクリｰトパイル)や大口径の集永井工などが行

なわれ一応安定しつつあるが現在も場所によって緩慢

にすべり続けているようである.建設省所

管の松之山地区(東側)と農林省農地局所管

｡:N皿1

の水梨地区(西側)とに区分されている.

松之山地域の地質は油田新第三系からなり

下部より寺泊層･擁各層･西山層･灰瓜層に

区分されるが地すべり地区に分布するのは

寺泊層と椎谷層である.地質構造は松之山

ドｰム状構造として古くから知られている.

寺泊層は松之山ドｰムの中心を占めて大きく

分布するが下部の松之山凝灰岩層と上部の

泥岩層に2分される.前者は石英粗面岩質

の凝灰岩からなりしばしば凝灰角礫岩･泥

岩･砂岩を來む.後者は一般に泥岩から在

り局部的に凝灰岩と互層する､権谷層は

黒色泥岩を主体とし凝灰岩および砂岩の薄

層を爽在する.地すべりはボｰリング柱状

図のような構成であり風化凝灰岩を主体と

し泥岩を來在した風化体がすべり出してい
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べず(松之山地区)

る.

地すべり頭部の大松山北斜面には顕著な旧崩落崖が弧

状に発達している.次いで地すべり地内には引張亀裂

や圧縮亀裂カミ無数に生じており小さな滑落崖や隆起沈

降による池･湿地なども多く生じている.地質･規模

･風化帯･地すべり地形など頸城地すべり群のなかで多

少性格を異にし興味を引くものが多い.試錐調査およ

び弾性波探査による基盤深度は以外に深く厚い風化帯

が発達する.風化帯は30m～70狐以上におよんでいる.

図一16･17は松之山地区の平面図とボｰリング柱状図の

一部である.図一18･19･20は水梨地区の平面図･

ボｰリング柱状図および弾性波探査断面図の一部である.

浦田口の集落がある下部地区では厚い軟質粘土層カミ確認

されるカミ上部地区では表土層(表土および軟質粘土)
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図一18松之山地すべり水梨地区平面図

が割合に薄い.弾性波探査による上部悪化請は1.2～

1.4km/sec下部風化帯は1.6～1.8km/sec基盤帯は

2.o～2.4k㎜/secとみなされる.上部風化帯は粘土質

を伴った風化岩であり試錐調査結果からは地すべり地

塊とみなされる.下部風化帯は正風化岩であり試錐調

査結果からはすべり面状のものカミ認められるが移動層

とは断定しがたい.しかしこのような風化帯が厚く発

達することが注目される.

(2)糸魚川地区(直江津～糸魚川間)の地すべり

この地域は中新世上部の寺泊階に対比される能生谷層

(東部は春日山層と呼ばれる)と椎各階に対比される川

詰層(東部は綱子層と呼ばれる)で構成され一部に西

山階に対比される地層祖とを分布する.わが国屈指の

地すべり地帯でありこれまでに多くの地すべりを繰り

返してきた.昭和22年5月に能生谷村柵口でおこっ

た地すべりは被害面積200haにおよび全壊85戸･半

壊23戸･耕地約50haの被害をもたらし報道されるこ

とによって地すべりの被害や恐ろしさを初てめ世間一

般に知らせたものである.近くは28年3月に能生町

小泊でおこった地すベリ(地質ニュｰス105号に紹介)

は小泊市街地の一部を破壊し北陸本線および国道8

号線を完全に遮断した.現場にさしかかった列車を転

覆させ機関車は約170m押し流されて埋没した.路床

の上に積った土は約ユ,300狐3といわれ延べ約10,000人

を動員した突貫工事で20日後に北陸本線が開通した.

39年7月の豪雨には能生町の城戸地区や鷲尾地区など

でかなりの被害をおこし直江津市の虫生岩声では北陸

本線郷津駅の一部を破壊し国道をも遮断した.この

ほか毎年のように多かれ少なかれ地すべり被害をおこし

てきた地帯である.
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直江津～糸魚川地帯は新第三系で構成される山地カミ

目本海に接した所であり北陸本線および国道8号線が

通じている裏目本の要所である.北陸本線の輸送カ増

強に伴う糸魚川一直江津間線増計画(調査終了によりル

ｰト決定41年3月工事着手)および北陸縦貫高遠自動

車道建設計画線は地質的にきわめて不良な地帯を通り

地すべりカミ1つの大きな問題とされている.北陸本線

の線増計画では地すべり地に線路を敷設することは避

け地すべり地を横切らなければ衣らない時にはトン

ネノレをすべり面以下に施工する地すべり地にトンネノレ

の坑口は設置しないことの点にもっとも留意された.

その結果酉より浦本トンネノレ(2,660軸)･本の滝ト

ンネノレ(1,570m)･頚城トンネル(11,355m)･名立

トンネル(3,596m)･長浜トンネル(1,055血)および

湯殿トンネノレ(3,025㎜)の長大トンネルで地すべり放

どの災害をさけることになった.設計･施工上の問題

点はきわめて多いカミその1つは地質に関する地すべり

･湧水･膨張性岩石などである.図一21は新線ノレｰト

と地すべり分布を示す.図一22･23はトンネル地質の

一部である.トンネル地質では岩盤内に多くの破砕帯

(弾性波速度1.2～1.8km/secの低速帯)カミ存在する.

地すべり多発地帯に破砕帯が多いことを示し母岩の破

砕構造と地すべりの関係を示唆する.
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図一19松之山地すべり(水梨地区)ポｰリング柱状図

(新潟県農地建設課資料よP)
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(新潟県農地建設課資料より)�



一13一

(5)島崎地すべり(能生町百川地内)

泥岩を主とし砂岩の薄層を來在する能生谷層(寺泊階)

を基盤としその上に厚さ6～7mの旧地すべり崩積層

を分布する.図一24･25･26は平面図ボｰリング柱

状図および断面図を示す.基盤の風化が著しい､風

化泥岩とした部分は中硬質の粘土質となっている.正

風化泥岩とした部分はやや硬質であるが処々に粘土質を

爽在する.

･28･29は平面図･ボｰリング柱状図および断面図を示

す.基盤はシルト質泥岩を主とした春日山層(寺泊階)

からなる.厚さ4～7㎜の砂質粘土からなる崩積層の

下部に角礫状岩片層を厚く(10～17m)分布する.こ

の角礫状岩片層は基盤カミ崩れ礫の状態になっているもの

である.風化帯発達の例を示したが島崎･郷津地す

べりなどは岩盤風化が著しく表層地すべりの再発のみ

ならず構造性地すべりの恐れがある.

(4)郷津地すべり(直江淳市郷淳地内)

39年7月の山蔭北陸豪雨に地すべりをおこし約3,000

m3の土砂カ掴道および郷津駅に押し出した.図一27

国道8号

郵武1糸魚川

(5)東野名地すべり

新潟県北魚沼郡守門村東野名地内にあり.信濃川支

流の破間川に向っている地すべりである.山腹(傾斜
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回一21糸魚川～直江津間の地すベリ(国鉄資料による)

図一22

糸創11～直江津間の浦本･木の浦トンネル地質(鉄道技術研究所賛料から)

m滝本トンネル似660皿)穏3｡仁■蓉嚢200川川上∴n�木の滝トンネル(157㎞)������

木�������

浦�������

川�大一平寺一'������

高100⑩�������

粁程(翻�3�3�3�4�3�6�

地質�地層名�鬼伏層(西山階)(一都能生谷層)�1能生谷層(寺泊階)����

岩�石�砂泥黒岩芭�砂土也艘と崔岩Lを岩を曾�曝石泥酔駿岩砂岩を砂岩主とL舵岩を尼岩山東む�花巻一.{帥τ118“�泥岩を主とし砂岩･掻灰質砂岩の租層を爽む�

軸性瞳速度㎞ノS�一一i↓�コ削`";�一'一H1一一向■�別一旦茗;�1.8一里里�円甲1.筥一且2i^�'',^`

湧水量{加i而�{oo�則｡-1;廿｡�1;o-2山｡�蛆｡o､目｡o岳�』｣蜘�lOO一一50�

孔

口岩屑榊囮'鬼伏層

区コ段丘堆榊脇能生谷層

匝コ薪鰍山岩類(安山岩･鰍触岩〕

例

貿魑騒

泥破や

貴枠

破

鬼幣砕

伏帯

里

�能�崎川�','一ヨ三黒川川�藩犬_｣中洞■郷�1口』石川�合川�川��』L川����

�生������������

���������

�1=F���.二'=･.���������

粁程337能地軸客池�33島3ヨ9川跨層能生沓�3403{1層(寺油階〕�342�3{3344川結�3{5層(推谷崎〕�3�463{7ヨ塊名立川層{西山囎〕��有関川磧����

�泥石を主とし･砂渚･猛灰岩を火む������������

岩石��砂宿泥岩凝灰拍��泥岩を主として繊巻凝灰節蝪を吹む�慶泥岩をヨ…として兎砂巻･;餓渚を岩火む一�砂岩･泥岩の互層�シルト岩を主として砂岩をlIミむ������

質�������������

;碓渡遭凌㎞ム�1.畠:1芝2�`�一1.61I一.邑�一I}�1.目■■■一1112.28山｡�1.8-2.2�1.島旦0-1一目2.222�2.o一里.2�2-5�2.0ヨ2.2�2-2-2.3�2.o,2.2�㌣o

酒水量1ノ皿i血�1001少数200�望｡o少�1把｡･150i少1200;20価�少�○雲'畠�目目昌冥少少1少竃寓�iu0'10011!20015価�100-150�少量�○昌1少富�○岨一'富��

[コ鋼j燃粘土質〕

塵璽醐川層'

}西u｣階

慶聖名立屑･

荒

崎

顕域トンネル(11,355㎜)

山相濁

ヨ三嵩澄

区≡コ瞳灰岩･鰍賭･

区董ヨ砂岩･瀦棚憾娼

麗魏泥岩を主と†る

境

筒愛含奪

石口川…

歌1;ア1}

砕

F断層

脊

置

被

僻

帯(至宝道榔破手1から}

図一23

糸魚川～直江

.津間の頸城ト

ンネル地質

鉄道技研資料

から�



一14一

10～25度)の長さ1,500m幅1,000㎜の範囲で現在の

地すべり面積は150haである.地すべりをくり返した

所であり複雑な地形を呈し地溝帯や沈下地カミ各所に

みられまた湧水が多い.伸縮計1内部歪計･土圧測

定･移動ぐいなどによる運動機構･地下永の観測調査な

らびに対策が県治山課で行なわれている.この地区に

は東野名のほかに長島･横根･田小屋･芋鞘新田在ど

主として七各層を母岩とする地すべりを多く分布する.

この地域の地質は新第三系と守門火山の噴出物(安山岩

熔岩･凝灰角礫岩など)で構成されるカミ東野名地すべ

りの基盤は七各層である.図丁30･31は地すべりの概

要と地質断面の一部を示す.一JいわゆるHardbaleで特

徴づけられる七各層(新潟地方)･草薙層(山形地方)

･女川層(秋岡地方)などは一般にベントナイト化しや

すい酸性凝灰岩や軟質黒色泥岩の薄層を來在することが

多くこれが地すべり面となりやすい.硬質頁岩は細

片化しやすく硬質頁岩型の特徴的な地すべりを構成す

る.これらは大きな構造性地すべりあるいは属すべり

至小泊

日

海

工

㌧垂∵

�

■

図一24島崎地すベリ平面図
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をおこすことがある.

2･3長野北部地方の地すべり

長野市の西方山地･上水内郡･東筑麻郡および北安曇

郡地方には本間不二男(1928年)によって北信層灘と

呼ばれた中新世中期～鮮新世初期の第三系が広く分布す

る.富沢恒雄(1962年)カミ水内層群と呼んだものはほ

ぼこれに相当する.これらの新第三系は図一14に示

した如く地すべりの頻発地域である.

(1)北信型の処すべり

運川流域および支流の土尻川･裾花川流域などは著名

な地すべり多発地帯である.地すべり地帯は耕地とし

ての利用度カミ高く多数の山地集落を散在している.

肩

地すべりを多発して

いる小川層および柵白

目立ち山斜面の勾配は山脚部で急優斜山腹部で中

傾斜山肩～山頁部で3～10｡の緩便斜をもち峯は円

咲をおびた緩やかな起伏を示す地形である.

この地方の地すべりは小数の特異性をもった例外

だとえば茶目山地すべり狂とを除いて一般に類似した

特徴をもっている.図一32･33･34は北信型地すべ

りのボｰリング柱状図を示す.一般に基盤が浅くし

かも岩盤風化が進んでいない硬質である.恐らく造

構造運動などの影響にもよるものであろうが岩石はい

ちじ｡るしく細片化しやすく'これが地すべりに発展する

崖錐状に堆積する.滑落崖など露頭の岩盤はか在り硬

質であるがその表面はぽろぼろに細片化して崩れ落ち

る.崩積層は場所や深さによって多少相違するが一般

に10～40%の小岩片および10～30%の砂を含んだ粘土質

本海

層は泥岩･シルト

岩･砂質泥岩･細粒

～中粒砂岩などで構

成されるがシルト

岩～砂岩泥岩互層か

らなる地層が多い.

地質構造は背斜･向

斜を伴う摺曲構造や

微酒曲構造が発達し

地層は30～80度の傾

斜を有していること

が多い.ときに垂

直または逆転してい

るようなこともあり

地層は擾乱されてい

る.丘陵地に貫入

する侵食谷の発達が

た二二竈
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郷津地すべり平面図
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である.これらの堆積層は地すべり斜面の上部で薄

く下部で厚いか厚い部分で7～8m一般に厚さ2～

5m程度のものが多い.崩積層は断続的かつ部分的に

たびたびすべっており地すべりの数はきわめて多いが

地形の割に欠きた構造性地すべりはきわめて少ない.

北信型の地すべりは弘化4年(1847年)3月の善光

寺地震の記録にある如く地震動に対しではきわめて弱

い型の地すべりであろう.善光寺地震では北信地方

で約60,000個所の地すべりや土砂くずれカミ記録されてい

る.当時の松代領内で大小42,000松本領内で19,000

個所といわれる.地震による地すべり灘の内で光倉

山地すべり(信更村地内)は運川

��

の堰止めとその湛水決潰(約20日後

とされる)により大災害を41カ村

(当時の上流域10カ村下流域31カ

深

村)におよぽしたといわれる.
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図一31東野名地すべり(末端部計器設置個所)地質断面

(新潟県治山課資料から)
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表3茶臼山地すべ

りの水質

���HC08'�C1一�SO壬2一�Ca2+�Mg2+�Fe208�KMn04��

No�採水地点�pH������A1209��蒸発残潜�

���������OOnS��備考

���PP口1�PPm�PP㎜�PP㎜�PP】m�PPm�PPm�PP瓜�

1�処すべり地内不動地婁�3.餐�o�§､遂�至｡26?�263�鴉�23�585�1,7脳�地被リを持物恕土層が通過する

2�〃3�一�1艶�u!�董.エ2?�33工�13�22⑪�232�3,1狽�〃字土状へ排水

3�〃4�5,3�11,2�2.8�89遺�亙69�鮒�亙曇�工蝸�呈.3滋�地襖リは纏遜しない最高位置の芥鋤池

4�〃6�3.§�簑�5.2�1.064�望顯�鰯�鑓�2鵡�1｡㌘雛�飽被帥堀遺する滝沢へ擁水慧飢墨

5�濠出水�8.O�山�8.8�跳�§§�夏蓬�欽�至搬�工｡奪鰯�舷側のすペリ繭を露崩する粕土層ぶり藩出.

6�水溜り�5.6�8.?�4.0�86婁�且鶉�籔�郷�鱗暮�王､滋堪�迎榊ζ鰐棚従漆出水

7�ボｰリング孔No.2�血�…�4.4≡�エ.06轟�至繍�至漉�遂�犯�工｡?エ2�至9§⑪寧栄一リングを行狂った時の地下水

8�拶洲｡.4�i�山�5,3�§74�143�73�泌�雛�夏｡薄鰯�形
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11�〃No.5�一�一�3.9�1.193�2郷�11葛�2嚢�㎞�夏,蓼鵤�独pよ蔓蜘㎜飽煮水滴様に落下

12�字土沢の水地すベロ地外�5.9�21.0�2.6�57�5�5�18�47�1i2�(2)の排水路合流点よリ上流

13�トンネル入口付近湧水〃�8.4�一�5.O�470�113�54�2�80�878�湧水量多くH2S臭ありトンネル完成後消

14�三軒屋井戸水〃�5.6�46.5�9.9�165�36�18�13�9�254�減飲料水とする

(1950年頃調査土木研究所報告第85号より)備考茶目山地区水質調査の一部

(2)茶目山地すべり

この地すべりは信越本線篠の井駅の北西約3.5㎞にあ

る茶臼山の南東斜面に発生している.戦後活発にすべ

り出し引続き現在も移動しているカミ地すべりが社会

的に問題視された最初のものといえる.土木研究所･

県砂防課などにより長期にわたってよく調査研究され

ている.全長約2,000m幅130～430m面積46haで

あり滑動層の平均深さ20mである.滑動層の最深部

は40m前後に達している.現在約900万m3の土塊カミ7

～8m/年(最近4カ年)の速さで移動を続けているカミ

最盛期の昭和25～26年頃には10m/月の速さで連続移動

を続けていた1

地質は流紋岩類(裾花凝灰岩層に属する熔岩･凝灰岩

など)と小川層の堆積岩との境に位置する.流紋岩を

基盤とした砂岩･泥岩層が崩れたがらすべっているが

ここでは上下2層の亜炭層(亜炭･泥岩互層)を爽在す

る.茶臼山は川中島の合戦(永禄年間)で武田氏が本陣

を敷いた所であるといわれる.この南峯は現在100m

前後低下している.2つの峯からなる内の

カミ地すべりでその位置を移動し狂い.地すべり土塊

は沼の底を移動する不思議な存在である.茶白山地す

べりでは著しい異状水の存在が注目される.硫酸々性

の陸水が存在する､沼の水･ボｰリング孔白水･トン

ネル廃水などは硫酸土類を主成分とした高塩類水であ

り硫酸根(SO.2一)の含有量は数100ppmから最高

2,000ppmを越えるものが存在した.これらの成分源

と岩盤風化の相関々係は地すべりと結びつくものである.

表一3は水質の一部を示す

(5)清水山地すべり

北安曇郡小谷村清水山地内にあり姫川支流の中谷川

右岸で発生している.長野県下の大きな地すべりの1

つである.南北約2,000m幅は平均500㎜防止区域

面積は113haである.図一36は地すべり平面図と清水

山地すべり付近の地域地質を示す.地すべりおよびそ

の被害の記録が多く存在するカミ最近では昭和35年と36

年の融雪期に大きく滑動している.35年3月には地

北峯は流紋岩で構成されており地すべりは

おこさない.図一35は茶臼山地すべりの概

要である.

全長約2,000mの地すべりは上部から崩

壊帯(砂岩層だとの大きなブロック崩壊)一

エスカレｰタｰ帯(すべりによる階段状のブ

ロック化)一撹乱帯(砂質土に分解)一流

出帯一地すべり先端帯に区分される特徴的

な様相を示す.地すべり地内の上半部(発

生地帯)には5～6個の沼が生成されている.

一地下水の湧出と地表水の流入による沼である

∴

�

図一35茶臼山地すペリ平面図�
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清水山地すkリ'の遠景左側は凝灰免礫砦の山地中央部の植生凸地帯は流紋岩岩脈

すべり地内の中の択にそって中屋敷部落付近の約10ha

がすべり出した.まず地割れを生p次い下敷目後か

ら動き出し2日間にわたって滑動を続けた.もっと

も激しかった時には10㎝/時の速度カミ観測されている.

昭和･･年全一･月には各即地割れカミ拡大し前千の

地すべり土塊が再滑動すると共に上方へ拡大した.次

いで4月上旬には中の沢か大きくすべり最大30m/

分の速度で流出して中谷川を壊めた.この時のすべり

面積約15haで中谷川里埋めた土量は約100万m台といわ

れる.

地すべり地は砂岩･泥岩を主とする新第三系.(小川層

に対比される中土層灘の長崎砕岩泥岩層)'で構成される

が流紋岩および輝石安山岩の岩脈を分布する.中の

沢下部には粘性の強いいわゆる青粘土が厚く(7～8m

塚高露出約13m､)堆積する.これ亭主として泥岩の風

化によって生成されたものヤあるが埋木や安山岩礫な

どカ捨まれる.繰り返し1おこった地すべりで擾乱され

つつ堆積したもめであら一う.地すべり地内中央部の流

紋岩々脈ぽその周辺部カミベントナイ'ト化している..こ

の地域は糸魚川一静岡構造線の一部にあたり地質学上

で多くの問題を含んでいると共に複雑在地質構造を呈し

ている･古生層･中生層･新第三系･新期火山岩類な

どを分布する地琴であり狂お新簾三系は砂岩泥岩で構

･ハ
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欝

絆葦

1…書1^汕^

害･･地^

ヨ鰹ユ

地目扁..
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図一36B清水山地すべり地域地質図

凡例

段丘堆積.

火山砕身萄

砂岩舳垣'中

砂岩･泥釧着

猛灰負漂岩刷濤

中生層工来場圃j

古生馬

蛇紋岩

安山嶺

石英安山署

誌紋岩

地†ペリ

11〕湖1岩岩脈

工2〕安山岩岩帳

'＼.

oθ

○碓

⇔口

松

ふ斌

1激､

葉

沢｡

�

の沢

.』

ン

白者

｡〃

℀

則

凝灰角礫岩山地

図一36A清水山地すぺ

＼二/

り平面図(1967奮沢･北原から)/

､三�



一19一

成される地区と熔岩･砕屑岩類で構成される地区から

在る.また溜出構造や小断層構造が割合に発達して

いるのみならず蛇紋岩･ひん岩･･安山岩･石英安山

岩および流紋岩の火成活動による貫入岩体や岩脈が多

く存在する.清水山地すべりの地下構造や風化帯の

厚さは明らかにされていないが地すべり地帯は細長

い馬蹄形の凹地を形成しすでに高度に破壊されてい

る｡地域地質や風化の発達からみると造構造運動

の影響とくに新潮火山岩あるいは岩脈貫入に伴う作

用(たとえば硫化鉱の鉱染衣ど)を受けている特殊た

地すべりに属するのではないかと考察される.

中谷川および土谷川流域などの砂岩泥岩地帯には新

第三系の地すべりを分布する.主として黒色頁岩と

中粒～粗粒砂岩から構成される中生層(来馬層)には

来馬地すべりなどが分布する.新期火山岩には日本

の3大崩れの1つといわれる稗田の大崩壊カミある.

なほ小谷温泉(母岩は新第三系)･'姫川温泉群(母岩

は古生層)などを分布する.'■地すべりや崩壊が多い

地域である.

ダ感織

美蝉

鱒屋山湾

50k而

2･4禽山｡能登地方の地すべり

この地方には北陸東部新第三系(北陸層群)を広く

分布する.主として海成層からなり､中新世初期～中

期から鮮新世末期にわたる地層である.中新世初期の

累層(穴水累層)は火山岩類を主とするが中新世中期

～期後の累層(八尾累層および音川累層)には泥岩･砂

岩･礫岩･および凝灰岩からなる堆積岩カ溌達する.

凝灰岩層を伴った泥岩～砂岩泥岩互層は地すべり多発地

帯を構成している.図一37はおもな地すべり分布を示

図一37奮山･能登地方の処すべり分布

す.氷見地区･石動地区･八尾地区(神通川支流の井

田川流域など)やよび能登北部地区に集中的に分布する.

氷見地区は多くの地すべりを繰り返してきたもっとも

著名な多発地区である.とくに国見泥岩層(八尾累層

下部またわ黒瀬谷期)の分布地区にほ地すべりカミ多い.

この地層は黒色～暗灰色を呈するシノレト質泥岩からなり

数枚の凝灰岩層を來在する.凝灰岩は淡緑色･淡青白

色･白色を呈し多少の軽石を含んでいる.能登北部

地区では珠洲累層および皆月累層の凝灰岩を伴った泥

岩～砂岩泥岩互層地帯に多発している.
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(1)胡桃地すべり

富山県氷見市胡桃地内で

昭和39年7月に発生した大
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きな地すべりである.移動範囲は長さ約1,500m幅

約500m面積約100haにおよびその上部にはきり立

った滑落崖を露出した.約3時間位の間におこったも

ので全壊61戸半壊26戸耕地約40ha県市道4.5㎞

などを破壊し胡桃部落をほとんど全減した.図一38

は胡桃～国見地区の地すべりであるが今回の胡桃地す

べりは新田･堂田･胡桃が一体とにって滑動した.

図一40は地すべりの拡大経過図であるが上半部が地す

べりの主動的役割を果たしたとみられている.県の砂

防課および耕地課によって防止対策･耕地復旧などが

行なわれている.氷見地域の代表的な地すべりとしt

発生機構に関する地質･地下構造･地下水など注目され

るものである.

地すべり地区を構成する地層は旧地すべり崩積土と

み恋される堆積物におおわれているが基盤は国見泥岩

層に属する互層帯である.下位より下部凝灰=岩帯

(A帯)一下部互層泥岩帯(B帯)一上部凝灰岩帯

(C帯)一上部互層泥岩帯(D帯)の4帝に分けられ

図一41

胡桃地すべりボｰリング柱状図

(富山県耕地課資料より)

図一40

胡桃地区地すべり拡大経過図
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るA帯(層厚25血±)は角礫質凝灰岩･浮石質凝灰岩

などからなる一B帯(層厚15m±)は泥岩･シルト岩

｡細粒砂岩を主とし中部に数10㎝の凝灰岩･凝灰質シ

ノレト岩を爽在する互層帯である.C帯(層厚25㎜±)

は灰白色～淡緑色の凝灰岩からなるが下側に白色粘土

質凝灰岩･砂質凝灰岩を伴う.この凝灰岩類は風化に

弱いがとくに粘土質凝灰岩層はベントナイト化してお

り主要なすべり面を構成している.D帯(層厚20m

±)は泥岩を主とし数｡㎜～数10cmの凝灰岩･シノレト

岩･凝灰質砂岩と互層する.泥岩中には人頭人の

NOdu1eを多く含む.地質構造は富山一石川県境付

近にのびる石動山背斜の南翼にあたり一般的な走向傾

斜はN60～80oE10～15㌦の単斜構造である.基

盤には小断層が発達するようである.地すべりは属す

べり状態(南落ちの地層と地形がほぼ一致する)の構造

性地すべりである.図一41はボｰリング柱状図の一部

を示す.今回の地すべりによる基盤の崩壊角礫岩層

(岩屑状の粘土混り礫)が厚く発達する.現状では

二次地すべりに発展する恐れカミ大きい.図一42は弾性

波探査図を示す.風化帯の発達が著しく厚い.表土

層(o.3km/sec)一〇.6km/sec層(上部風化帯角礫岩

層となる)一1｣5km/sec層(下部悪化帯)日2.7km/sec

層(基盤帯)に分けられる.基盤の弾性波速度は新

第三系としてはかなり高い値を示すことからみて綴密

･硬質た状態にあるものと考えられる.基盤には破砕

帯が多く存在する.

凝灰岩のベントナイト化(モンモリロナイトを主とし

た粘性の強い粘土)が注目される.これは酸素の供給

が十分な条件で生成される粘土ではなく還元環境にお

ける二次的な粘土鉱物である.泥岩中に來在する凝灰

岩とくに多孔質～浮石質の酸性凝灰岩は還元風化を受

けやすいことを示す.還元風化とは還元環境で行な

われる化学的および生化学的風化作用をいう.

(筆者は応用地質部)

1新刊紹介1

M,N,ストラｰホフ著

｢堆積岩の生成一そのタイプと進化｣(1)

本書は最近1年間にわたって本誌に連載されてきた

｢堆積岩の研究方法｣の責任編集者M,N,ストラｰホフ博

士の著者である本書は1962年に出版された1,300頁

をこえる大著｢堆積岩生成作用の基礎｣の縮刷版として書

かれたものであるが単なる縮刷にとどまらずわれわれ

になじみ深い火山地域の堆積作用に関する分析が一段と深

められている

本書の量も大きな特色の一つは現世の海洋や陸域に関

する地球科学的資料を駆使して過去の岩石の生成過程の

一般法則を追求してゆく比較岩相論的手法と地球化学的

アプロｰチの卓越していることであるそこには地質学

者として黒海の底質調査をいち早く手がけた恩師アルノ･

ンゲルスキｰやベルナッキｰ･フェルスマンのような偉

大な地蔵化学者を生み出したソビエトのすぐれた伝統カミよ

く生かされている

これまでわれわれが接してきた堆積学の教科書には種

々の堆積過程で作用する諸因子を平面的に羅列し頭の中

だけでこねまわしたとv･った感じのものが多かったし

かしこの本を一読されるならば海洋学や地球化学をは

じめとする隣接科学のぼう大往資料を奔放に駆使して堆

積過程を規制する複雑多様恋因子から主要因子と副次因子

を選別L一貫した理論体系を展開してゆく著者の卓抜し

た分析力と雄大匁構想カは読者をとらえてはなさ狂いで

'あろう

おそらくこの本は先に翻訳され広く愛読されたベロウ

ソフのr構造地質学｣をしのぐ大きな影響を日本の地質学

界に与先るであろう近い将来この本の読者の中から

多数の堆積学志望者や転向者が生まれるものと信じている

訳文もよくねられており翻訳本に特有なギコチなさも

少なく非常に読みやすい

堆積学以外の分野を専攻している志操堅固な地質研究者

や学生はもちろん地球化学･地形学･土壌学などの隣接

科学の研究者にも一読をおすすめする

訳者:平山次郎･水野篤行･市川輝雄･盛谷智之

本文:235pラティス杜刊丸善販売定価1,250円

｢地下水の力学｣

ぺ･ぺ･クリメ.ントフケ･べ･プイバチェワ共著

外尾喜次郎工博永井正夫共訳

本書は総520頁余の数式に富んだ一見むつかしそうに

み売る地下水についての本であるがソ連の原著者たちに

よると地質探査大学でよまれる参考書ということであり

ミ動く地下水ミの理論の解説書としてよめばよむほどま

さにユニｰクな感が深まる

わか国の地下水学は戦後ようやくにして体系づげられは

じ･めたカミ地質学の分野から入っていった関係でまだ定

性的な範囲をで切っていないそれが本書では水理地質

学専門のクリメントフ教授と日本における油槽工学分野

のプイノ･チエフ教授の共作でソ連で目下さかんに灌激

工業医療などに用いられている地下水を工学的にある

いは水力学的に解析し基礎的なところから平易に解説し

しかも狂お相当突込んだところまで論じている･したが

って単に学生の参考書にとどまらず広く土木建設さく

井現場の技術者にとっても地下水をもっとも必要であっ

ていてしかも欠けている観点つまり力学的立場で理解

するのにまさに類のない毎個の本ということができる

とくに亀裂性岩万中での地下水の動き帯水層の弾性状

態地下水の実際の流速注入～圧入法による濠透係数の

決定住との章節のところはわれわれその方面の専門やで

もとびついてよみたくなるムｰドカミ濃れている巻末に

157におよぶソ連の水理地質などこの方面の文献が日本文

で掲げられている訳も概してよみやすい上活字カミ9

ポで大きく非常に見やすくできているのがこの本に錦上

花を添えている

(ラティス利発売元丸善522頁99グラム定価2400円

蔵囲延男評)�


